
穴
釜
年
四
星
ハ
暴
三
種
饗
物
認
莫
正
＋
羽
釜
月
二
＋
五
言
伺
本
（
毎
月
一
厩
一
日
性
行
）

研六第巻十三
　號一十百第
三三日一月六年四十正大
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果
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一
ぶ
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菅
家
遺
誠
こ
そ
の
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漢
才
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丈
學
士
加
藤
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冠
會
學
の
｝
元
論
的
方
針
ご
モ
ナ
ー
3
論
的
方
針
…
…
…
…
…
：
・

　
…
…
…
…
　
…
…
：
・
…
…
…
…
丈
學
士
淡
　
　
徳
三
郎

理
念
に
就
い
て
の
歴
史
的
ご
非
歴
史
的
…
…
…
…
：
…
・
：
：
：
…

　
：
．
：
；
：
．
：
：
．
：
：
・
：
・
　
：
：
・
：
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：
…
・
ロ
バ
ー
ト
・
シ
ソ
チ
ン
ゲ
ル

二
丁
二
丁
の
要
綱
・
：
・
…
…
…
：
…
丈
學
士
　
伊
　
藤
　
…
猷
　
典

過
渡
経
験
に
就
て
　
…
：
：
：
：
：
：
…
丈
學
士
　
大
　
脇
　
蓑
　
　
一

モ
ー
ア
の
宗
教
登
生
論
…
…
…
－
…
丈
三
士
　
菅
　
　
圓
　
　
吉
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京
都
暫
學
會
規
則

第
一
條
　
本
會
チ
京
都
哲
學
會
ト
留
ス

第
二
條
本
回
暦
廣
義
二
於
ケ
ル
暫
學
ノ
研
究
及
其
普
及
チ
以
テ
目
的
墾
ス

第
三
條
本
會
ハ
前
條
ノ
臼
玉
チ
蓮
セ
ン
が
爲
メ
左
ノ
霞
藁
チ
行
7

　
　
一
、
毎
月
一
圓
研
究
會
チ
開
ク

　
　
一
、
毎
年
饗
秋
ご
癒
公
開
講
演
會
チ
開
ク

　
　
一
、
毎
月
一
画
雑
誌
『
哲
學
研
究
』
テ
嚢
行
ス

第
四
條
　
本
三
審
務
班
チ
京
都
雲
煙
大
學
文
學
部
内
二
駿
ク

第
五
條
　
本
営
ノ
轟
業
チ
継
管
ス
ル
爲
メ
ニ
左
ノ
役
員
ヲ
置
〃

　
　
一
、
婁
員
（
若
干
名
）
京
都
論
叢
大
弓
丈
學
都
哲
學
科
敏
官
及
委
員
會
二

　
　
　
　
於
テ
推
薦
V
タ
ツ
覗
石
チ
二
一
ア
之
二
歌
沌
ツ

　
　
叫
へ
書
寵
（
一
名
）
委
員
二
二
於
テ
囑
託
ス

第
六
鎌
　
本
四
ノ
趣
旨
二
四
嗣
ス
レ
者
ハ
何
人
ニ
テ
毛
會
員
タ
ル
コ
ト
テ
得

　
攣
校
、
翻
書
館
、
二
重
會
、
其
他
ノ
姻
騰
ハ
其
團
醗
ノ
名
チ
以
テ
入
會
ス

　
ル
冒
ト
チ
得

第
七
條
　
會
三
月
愈
円
費
ト
シ
テ
年
四
重
四
拾
銭
、
前
後
二
期
二
分
チ
テ
葡
靹

　
ス
ベ
キ
竜
ノ
ト
ス

第
入
傑
　
會
員
ハ
本
會
ノ
賭
種
ノ
蔵
書
ユ
田
席
ス
レ
”
ト
チ
得
且
ジ
雑
購
、

　
『
哲
攣
研
究
』
ノ
配
付
チ
受
〃

第
九
陳
　
本
會
規
殿
ノ
改
正
璽
麗
麗
密
葬
曾
ノ
決
臨
二
談
即

京
都
哲
學
會
役
員

委
　
員

文
學
士

丈
三
士

丈
羅
博
士

丈
三
洋
冠

雪
學
士

文
學
士

文
學
博
士

文
學
博
士

丈
攣
博
士

丈
學
徳
士

文
學
博
士

丈
學
博
士

丈
學
博
士

交
學
傅
士

文
學
博
士

交
墨
樽
士

文
學
士

交
羅
薄
墨

米務：松藤深波野西日千田高澤高小陸物伊

田壷本井’c多上田永葉　瀬村坂西野田藤
庄　文範　野　畿三　邊武専

太理三治康精俊多三戸　款太正重野臥猷
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二
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フ
ィ
ヒ
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知
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學
に
爾
す
る
圃
考
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理
念
に
就
い
て
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歴
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ご
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塗
更
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二
丁
的
耳
聞
の
問
題
（
ツ
ン
メ
〃
）
…
：
…
：
…
…
・

：
：
…
…
…
丈
學
士
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學
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會短
期

．
一
、
本
會
へ
入
會
希
望
者
ハ
京
都
市
西
洞
院
歯
糞
回
内
外
語
版
橡
式

　
　
會
甦
内
京
都
哲
學
會
宛
テ
ニ
規
定
ノ
＾
曾
費
（
前
表
紙
裏
ニ
ア
リ
）

　
　
御
納
付
ノ
上
御
目
訊
被
下
斥
候

一
、
會
員
ニ
シ
テ
轄
玉
入
退
會
等
（
編
輯
事
務
以
外
ノ
一
切
）
ノ
事
務

　
　
ハ
内
外
田
版
橡
式
會
肚
内
京
都
哲
學
會
へ
御
麺
知
搬
下
度
二

一
、
會
鍛
ハ
振
替
口
座
穴
阪
盤
◎
六
識
三
醤
、
再
外
縄
版
橡
式
亡
子

　
　
内
京
都
折
口
藁
倉
宛
テ
鴨
脚
卿
物
叫
払
晶
閣
下
度
候

一
、
本
誌
ノ
編
瞬
二
關
ス
ル
通
信
及
紹
介
・
新
刊
書
・
寄
贈
雑
誌
等
ハ

　
　
一
躍
テ
本
倫
郷
宛
テ
ニ
御
W
彼
途
殿
一
ト
ゆ
媒
盤

　　

@　

@　

@　

@
鯨
螺
鰹
騒
東
麹
暫
學
掌

文規定債定

◎⑨◎◎◎

會
員
に
あ
ら
ざ
る
購
讃
者
の
御
謎
文
及
び
廣
告
に
關
す
る
件
に

内
外
出
版
鎌
式
愈
融
へ
御
由
∴
込
下
さ
れ
度
候

止
不
品
種
の
伽
識
文
に
す
べ
て
代
A
皿
郵
税
北
ハ
前
A
毘
に
て
御
報
り
下
さ

る
べ
く
候

振
替
貯
金
に
て
御
逡
金
　
　
（
撮
替
大
阪
三
二
臨
蕊
灘
番
三
轟
輌
一
一

一
番
東
京
目
口
九
三
胴
番
）
内
外
出
版
株
式
會
祉
宛
に
願
月
虹

前
金
切
れ
の
揚
合
に
帯
封
に
「
葡
金
切
」
の
即
章
押
鮎
致
す
べ
き

に
付
藏
に
御
払
込
下
さ
れ
度
候

特
に
講
求
書
及
領
牧
民
等
を
要
す
る
洋
算
に
郵
券
塗
臨
御
逞
付

下
さ
れ
度
盤

：六1司十
　
二

1溺ツ湯

前前丁

　　に一一M D一1－

礁便
　t　I　F
不；不：金｝郵

：’：，’1’，’一．，」1

二丁；数

壼
　
　
鐘

申
　
　
受

申
　
　
　
受

廣
告
豊

一
買
　
　
金
参
捨
圓

雫
貰
ハ
取
扱
不
二

）

大
正
十
四
年
五
月
廿
五
日
印
側
納
本

大
把
十
四
年
六
月
一
n
口
嚢
　
　
行

編
輯
者

製複許不

賊曙野

曝
代
画
趣

難
行
看

印
溺
者

印
嗣
所

　
　
　
　
　
　
京
都
市
下
京
臨

登
行
駈

　
　
　
　
　
　
西
洞
院
七
條
南

第
百
十
「
號
聯
計
蜷

京
都
帝
國
大
野
丈
學
部
内

　
　
京
都
哲
學
會

　
　
伊
　
藤
　
猷
　
典

　掘　内

器塞田大
難疑1響鍵1嚢

講蓋駄ll蒲

本
　
祇

出
張
所

販
費
所

壷
捌
所

京
都
市
下
京
輝
西
澗
院
通
七
曲
南

東
京
市
京
橋
圏
掬
賀
町
十
番
地

下
京
市
三
田
瞳
錦
町
一
ノ
一

（
東
京
）

　　　　
京紳大
判戸阪
）　）　）

共寳盛上東

盛文文田京

劇館暗屋堂

内
外
幽
版
株
式
愈
融

三期束

文一遇

魅堂堂

　　北

　　隆

　　館

川
瀬
書
店

大
盛
魁



闘斬最

菊
版
六
百
頁

総
　
紬
　
美
　
装

定
槽
雪
隠
四
圓
圏
山
ハ
拾
銭

書
留
逡
料
武
拾
七
銭

　
批
會
組
織
、
肚
會
理
想
、
肚
會
政
策
等
の
諸
問
題
に
根
本
の
哲
學
的
考
察
を
加
へ
た

肚
會
哲
學
の
懐
こ
し
て
、
本
書
は
我
國
の
思
想
界
へ
全
く
最
初
の
貢
献
だ
。
長
い
間
の

考
察
の
後
、
著
者
が
本
書
の
第
一
頁
に
筆
を
落
・
し
て
か
ら
其
の
最
後
の
筆
を
暴
く
ま
で

に
は
五
個
年
の
日
時
を
経
過
せ
し
め
た
。
著
者
自
身
過
去
の
著
作
に
嘗
て
此
れ
だ
け
自

信
を
持
つ
た
も
の
は
無
く
、
此
れ
を
以
て
自
己
の
哲
學
の
定
本
に
す
る
ご
言
っ
て
居
る
。

其
れ
は
過
去
の
短
篇
を
盗
め
た
論
文
集
で
は
無
い
。
全
く
巻
首
よ
り
巻
末
へ
一
貫
・
し
た

原
稿
騰
勢
に
一
干
枚
よ
り
成
る
隔
週
の
長
大
論
文
で
あ
る
。
其
の
文
章
や
堂
々
強
健
、

其
の
思
索
や
細
密
深
遽
、
著
者
は
僅
に
其
の
二
三
行
を
得
る
に
さ
へ
数
日
の
苦
辛
を
費

・
し
た
所
が
あ
る
。
眞
に
惨
憺
た
る
思
索
の
記
録
だ
。
新
時
代
を
展
望
す
る
思
想
界
の
一

大
牧
獲
ご
・
し
て
、
敢
て
世
の
新
人
の
必
護
を
要
請
す
る
所
以
で
あ
る
。

本
　
胤

糠忽望半半就會式株版出守内薯難難藤畿
東
　
京

販
賞
部

へ
歓
鯉
鯉
聯
姻
上
山
聾
妖
戴
汁
珊
聯
塩
朋
く
叶
戴
百
苦
弓
醐
四
一
脚
堕
曝
　
哲
學
研
究
第
百
十
一
論

定
便
器
四
＋
鏡

税
郵
金
豊
鑓


